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　第31・32回生物試料分析科学会合同年次学
術集会では、「臨床検査のピボット」をメイン
テーマに、～変革を遂げる医療技術を探る～
と題してパネルディスカッションを企画した。
パネルディスカッションⅠでは、関東支部と
東海・北陸支部の合同企画とし「検査室のロ
ボット化・AI化　現状と未来」をテーマに2名
の講師より検査室のロボット化とAIに関する
現状と今後の展望について非常に興味深い示
唆に富んだ講演をしていただいたので報告し
ていただくこととした。また、パネルディス
カッションとして、講演いただいた講師2名お
よび関東支部と東海・北陸支部の若手の臨床
検査技師をパネリストとして向かえ総合討論
を行い、その内容について取りまとめを行っ
たので紹介することとした。
　本パネルディスカッションでは、検査室の

ロボット化、AI化に焦点をあて、現在施設を
あげてスマートホスピタル化を推進している
藤田医科大学病院の臨床検査部における取り
組みと、ロボット化とAIについて最新の技術
を導入している株式会社エスアールエルの新
たなラボの現状について報告していただいた。
その後、講演者および2名の若手臨床検査技師
を交え、今後避けて通ることの出来ないと思
われる検査室のロボット化、AI化について、
どのように捉え、どのように関わって行くの
が良いのかといったディスカッションを行っ
たので参考にしていただきたい。
　1970年代に生化学用汎用自動分析装置が開
発され、その後、モジュール化による施設規
模に合致させた連結装置の導入、そして自動
検体搬送分注システムの開発・導入がなされ、
業務の効率化と人員の省力化に貢献する形と
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なり、人員の採用が困難な時代を経験し、現
在に至っている。これからロボット・AI・オ
ートメーション技術は、ここ5年間でさらに検
査室に適合したシステムとして開発され、10

年後には現場に導入されてくることは、避け
て通れない道程と想定している。無人化・省
力化に向けた検体検査室の将来像を見据える
にあたり、確かな情報を入手することが重要
であると考え、本パネルディスカッションを

企画させていただいた。今後、すべての業務
がロボット・AIに置き換えられるわけではな
く、臨床検査技師として人間だからこそでき
ることを考える、いい機会と捉えていただき、
大きな変革が訪れる未来に向けて準備する上
で、今回の情報提供が一助となれば幸いであ
る。
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